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1．はじめに

平成10年度から共用ビームラインの本格的な供用
が開始されました。平成9年度までのSPring-8ビー
ムライン建設第一期に建設された実験ステーション
は、ビームライン当たり複数の実験ステーション建
設などもあって、共同利用を始めるに当たり必要最
小限のものでありました。実験ステーション機器の
高度化や整備については、すでに表明してきたとお
り、毎年継続的に行っていく方針です。実験ステー
ション高度化などは、JASRI「実験ステーション機
器整備委員会」で検討した上で実施に移すこととな
ります。高度化などの提案は、SPring-8利用者を含
む多くの方からの提案を、それぞれのビームライン
の担当者がまとめておこなうということにしており
ます。

2．平成10年度上半期の高度化・整備計画

今年度第一回目の提案はスケジュールの関係から
ビームライン担当者を中心に提案をお願いいたしま
した。その募集の骨子は、

1．提案書は下記の項目をふくむこと。
・高度化計画もしくは整備する機器の品名
・高度化や整備によって推進される利用研究

の概要
・予想される概算費用

2．締め切りは4月末日
3．提出先、植木まで
なお、ビームラインで複数のステーションが設
置されている場合には複数の提案を行っても結
構です。また、測定準備室などに関わる提案も
あるかもしれません。これらの提案は、一件当
たり3千万円といったものを想定しております。

でした。提案された6計画のうち、表1に示される4
計画が採用されました。

3．今後の委員会の活動

今後の機器整備のために、今年度下半期にも提案
を募集することとしました。「提案」お願いは、
SPring-8利用者情報 Vol. 3, No. 5（9月号）に掲載さ
れていますが、締切は10月9日でした。提案が年度
内に実行できるかどうかは予算の状況から現時点で
は定かではありませんが、実験ステーション機器整
備のためのデータベースとしても生かしていきま
す。なお、今回からの募集は、広範囲のSPring-8利
用研究者を対象とすることとし、ビームライン担当
者がまとめて提出することとなっています。また、
今回からは、審査に際しては提案者からヒアリング
などを行うことになっています。

表1 採用された機器高度化・整備計画

BL09XU（提案者：依田芳卓（東大））
偏光光学系
高エネルギー分解能モノクロメーター
核共鳴散乱素子
表面界面用多軸回折計（コメント：今後建設が見込まれる

ビームライン建設に生かすようにする。）
BL39XU（提案者：早川慎二郎（東大））

硬Ｘ線集光光学系
BL39XU（提案者：圓山裕（岡大）、伊藤正久（姫工大））

超伝導磁石（コメント：超伝導磁石については、提案は8
テスラの装置であるが10テスラの装置も検討
の対象とする。）

試料回転装置
液体ヘリウム再凝縮装置

BL39XU（提案者：橋爪弘雄（東工大））
Ｘ線磁気散乱実験用クライオスタット（コメント：装置の

汎用性および使用時の支援を考慮してインハ
ウススタッフが製作を担当する。）
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